
電話番号

②成果参考指標の目標（実績）と施策の現状、及びその評価

年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 単位 年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 単位

目標値 74.00 75.00 76.00 77.00 目標値 88.00 88.00 88.00 89.00

取組目標値 取組目標値

実績値 73.40 74.00 76.20 77.00 実績値 87.90 88.00 90.20 90.80

達成率 100.00 101.60 101.40 ％ 達成率 100.00 102.50 103.20 ％

目標値 43.00 44.00 45.00 46.00 目標値 58.00 60.00 62.00 64.00

取組目標値 取組目標値

実績値 41.50 43.00 44.30 45.30 実績値 58.50 62.00 66.40 68.00

達成率 100.00 100.70 100.70 ％ 達成率 106.90 110.70 109.70 ％

③評価時点での施策目的に対する現状

④総合的な評価

⑤課題の認識

⑥今後の取組みの方向性

ＩＤ： 評価表番号： 更新日：

％

％

数値目標

汚水処理人口普及率（西
部地区）

％ 汚水処理人口普及率（隠
岐地区）

○高齢者が居住する住宅のバリアフリー化率が8.8%(H20)と全国の9.5%(H22)より低い状況であったが、H21からH26までに2410戸の改修費助成
を行った結果、H26末で9.7%となった。
○H26末の汚水処理人口普及率は77.0%と目標を上回ったが、全国平均(H25)88.9%と比較すると大幅に遅れている。特に西部地区(45.3%)、隠岐
地区(68.0%)の整備が遅れており、東部地区(90.8%)と格差が生じている。
○県営水道用水供給事業による給水が各市の水道事業に占める割合は、松江市70％、安来市83％、出雲市2％、雲南市6％、大田市51％、江津市
100％と、県東部地域・中部地域の基幹水道施設となっている。
○ひとにやさしいまちづくり条例に基づき、公共的施設の障がい者、高齢者等が安全･円滑に利用できる基準への適合を証する「適合証」の交付件数
は、H26年度実績で2枚（H25実績3枚）。
○思いやり駐車場制度(身体障がい者等用駐車場利用証)による利用証は、H23から中四国９県、H24から全国26府県との相互利用を開始（H26末現
在の相互利用は31府県１市）したこと等により順調に交付件数が増加し、H26実績で746枚（25年度実績755枚）。
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（１）平成27年度
末の施策目的の達成
状況（予測）

Ａ:達成できる
Ｂ:概ね達成できる
Ｃ:達成は困難

判断 その理由（「総合的な評価」の「判断」と異なる「判断」の場合のみ記載）

B

（２）施策の目的達
成に向けての課題

○汚水処理施設整備が遅れている西部地区、隠岐地区の進捗を図るためには、国予算の確保が必要である。
○県内の既存住宅は、戸建てで持家の割合が高いうえに、築後30年を超える住宅の割合が高く、バリアフリー化などの点において、現在必要とされる
水準を満たさないものが多い。
○近年、新設住宅着工戸数が低迷しているが、リフォーム実施率は全国平均を上回っており、改修の機会を捉えて住宅のバリアフリー化などを図る必
要がある。
○県内の住宅総戸数のうち、賃貸住宅が38.5％あり、これらについてもバリアフリー化を図る必要がある。
○県営水道用水供給事業では、施設の老朽化が進んでいるため、アセットマネジメントの導入により効率的な更新計画の策定が必要である。
○思いやり駐車場制度の利用証について、一部で不適当な利用も見受けられるため、引き続き制度の適正な利用について周知に努める必要がある。

施策Ⅱ－５－５　居住環境づくり

数値目標

目的
○下水道等の汚水処理施設の整備や良質な住宅の整備促進、環境の緑化など居住環境を整備し、県民が快適な生活を送れるようにします。

課題解決に向けての
今後の取組みの方向
性

○汚水処理施設については、平成23年２月に策定した生活排水処理ビジョン（第4次構想）及び平成26年１月に国から示された3省統一の都道府県構
想マニュアル（今後10年程度で汚水処理の概成を目指す等）に基づいた整備が進むよう、事業主体である市町村を支援し、地域の実情や特性に合った
効率的な整備を促進するとともに、施設整備に不可欠な国予算の確保について、様々な機会を通して国に要請していく。特に西部地区については、予
算配分に配慮するとともに、整備手法の見直しやコスト縮減効果のある新技術の導入及び各省庁における支援制度の積極的活用を働きかけていく。
○県営住宅のバリアフリー化を進めるとともに、国の制度なども活用した民間賃貸住宅のバリアフリー化も積極的に促進していく。
○県営水道用水供給事業は、アセットマネジメントの導入により効率的な更新計画を策定していく。計画の実施にあたっては、受水団体からの理解を
得ながら進めていく。
○思いやり駐車場制度については、参加各県との連携し、一層の普及を図る。

成果参考指標の実績
等の補足説明（任意
記載）

○汚水処理人口普及率について、地区別では目標値を超えているが、上位の目標である全県の目標値を変更する状況にないため見直しを行わない。
○高齢者の居住するバリアフリー化された住宅の戸数（累計）については、平成27年度の取組による増加見込みを加えて設定

評価時点で施策目的
に対する現状
（客観的事実・デー
タなどに基づいた施
策の現状や取組状
況）

評価時点での総合的
な評価

Ａ:順調に進んでいる
Ｂ:概ね順調に進んでいるが
見直す点もある
Ｃ:あまり順調に進んでいな
い

○高齢者の居住する戸建て住宅のバリアフリー化は順調に進展しているが、民間アパート等において、バリアフリー化など
に対する国の補助制度活用戸数が前年度に比べて大幅に減少している。
○汚水処理施設整備については、全県では目標を達成したが、西部地区の普及には特に遅れがあるため、市町や関係課と連
携し整備手法を見直すなど計画的、効率的な取り組みを進める必要がある。
○県営水道用水供給事業は、各市の求めに応じ用水を確実に供給している。

B

判断 その理由

定性目標
平成24年度～平成27年度

施策評価シート（評価実施年度：平成２７年度） 事務事業所管部局長
（幹事部局） 土木部長　　冨樫　篤英 0852-22-6017

汚水処理人口普及率（全
県）

％ 汚水処理人口普及率（東
部地区）

①施策の目的等

施策の名称



施策評価シート別紙（評価実施年度：平成２７年度）

②総合発展計画に定める成果参考指標の目標（実績）

項番 年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 単位

目標値 74.00 75.00 76.00 77.00

取組目標値

実績値 73.40 74.00 76.20 77.00

達成率 100.00 101.60 101.40 ％

目標値 88.00 88.00 88.00 89.00

取組目標値

実績値 87.90 88.00 90.20 90.80

達成率 100.00 102.50 103.20 ％

目標値 43.00 44.00 45.00 46.00

取組目標値

実績値 41.50 43.00 44.30 45.30

達成率 100.00 100.70 100.70 ％

目標値 58.00 60.00 62.00 64.00

取組目標値

実績値 58.50 62.00 66.40 68.00

達成率 106.90 110.70 109.70 ％

目標値 14,600 15,400 16,200 17,000

取組目標値 18,000

実績値 13,800 14,800 16,000 17,100

達成率 101.40 103.90 105.60 ％

目標値

取組目標値

実績値

達成率 ％

施策の名称 施策Ⅱ－５－５　居住環境づくり

指標名等

1 汚水処理人口普及率（全県）

％

2 汚水処理人口普及率（東部地区）
％

3 汚水処理人口普及率（西部地区）
％

4 汚水処理人口普及率（隠岐地区）
％

5
高齢者の居住するバリアフリー化さ
れた住宅の戸数（累計）

戸

6

定性
目標
1

定性
目標
2


